
 

 

総務文教常任委員会会議記録 

【 開 催 日 】  平成２６年１１月１９日（木）  

【 開 催 場 所 】  第一委員会室 

【開会・散会時間】  午後４時～午後５時１１分 

【 休 憩 時 間 】   

【 出 席 委 員 】 

委   員   長 河  野  朋  子 副 委 員 長 中  村  博  行 

委 員 伊  藤    實 委 員 岡  山    明 

委 員 笹 木 慶 之 委 員 福 田 勝 政 

委 員 山 田 伸 幸   

       

【 欠 席 委 員 】  なし 

 

【委員外議員等】 

議 長 尾 山 信 義   

 

【執 行部出席者 】 

総 合 政 策 部 長 堀 川 順 生 企 画 課 長 芳 司 修 重 

企画課企画係長 杉 山 洋 子 企画課行革推進係

長 

別 府 隆 行 

 

【事務局出席者】 

局 長 古 川 博 三 議  事  係  長 田  尾  忠  久 

 

【 付 議 事 項 】 

１ 転入促進事業及び若者交流推進事業の現状について 

 

【議 事 の概 要 】 

・人口定住促進対策に関する転入促進事業及び若者交流推進事業の現状について

所管事務調査を行った。 

・まず若者交流促進事業の平成２６年度の実施状況について杉山企画係長から説明

があった。詳細については、資料１（若者交流推進事業）のとおり。 

・各委員からの質疑を受ける。 

・山田伸幸委員から「参加者のリピーターの状況は」の問いに「女性のリピーターは少

ないが、男性は４人の方がずっと参加している」と回答があった。 

・伊藤實委員から「推進委員の公募には、何人の応募があったのか」の問いに「５名の

応募で全員推進委員となった」と回答があった。 

・伊藤實委員から「推進委員の年齢は」の問いに「全員６０代」と回答があった。 
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・伊藤實委員から「推進委員の住所は」の問いに対して「山陽地区の方が２人、小野田

地区の方が３人」と回答があった。 

・山田伸幸委員から「企画に参加者が満足しているか」の問いに「アンケート結果から

ほぼ満足されている」旨の回答があった。 

・伊藤實委員から「推進委員会の開催度合いについて」の問いに「毎月１回」と回答が

あった。 

・伊藤實委員から「連絡先交換希望件数の男女比は」の問いに「男性のほうが多い」と

回答があった。 

・伊藤實委員から「第６回は参加人数とアンケート結果の人数が合わない」の問いに「ヒ

メボタル観賞のため外だったので回収しそびれた」と回答があった。 

・伊藤實委員から「食事は飲酒があるのか」の問いに「ない」と回答があった。 

・伊藤實委員から「飲酒をしない理由は」の問いに「節度を保ちたい」旨の回答があっ

た。 

・伊藤實委員から「参加者の市内外の比率は」の問いに「市内６３名のうち男性３７名、

女性２６名、市外３８名のうち男性２３名、女性１５名」と回答があった。 

・伊藤實委員から「第９回の長門市まで行った理由は」の問いに「美祢線を使ったイベ

ントにしたかった」と回答があった。 

・中村博行副委員長から「議会報告会での市民の意見の中で、ストーキングのうわさが

あるが」の問いに「初耳である。情報交換は市を通して行っている」旨の回答があった。 

・中村博行副委員長から「アンケート結果では、つまらなかったが０人だが、議会報告

会では二度と参加したくないという人がいたが」の問いに「アンケートは無記名であり、

実際の気持ちを書きづらいとは考えていない」旨の回答があった。 

・岡山明委員から「業者委託は考えているか」の問いに「現在の形で継続していきた

い」旨の回答があった。 

・山田伸幸委員から「事務局の感想は」の問いに「参加者が消極的なきらいがある」旨

の回答があった。 

・河野朋子委員長から「主体は推進委員か」の問いに「推進委員である」旨の回答があ

った。 

・山田伸幸委員から「次の企画はこういうふうにしてほしい旨のアンケートはとらないの

か」の問いに「アンケートの項目は設けている」旨の回答があった。 

・河野朋子委員長から「職員は何人かかわっているか」の問いに「２人から３人である」と

回答があった。 

・河野朋子委員長から企画課の職員がこの事業にかかわりすぎて、本来の業務ができ

てないのではないかとの指摘があった。 

・笹木慶之委員から「参加者の年齢は」の問いに「参加者１５４人のうち２０代が４１人、

３０代が５９人、４０代が５３人、５０代が１人」との回答があった。 

・笹木慶之委員から「男女別は」の問いに「男性９４人のうち２０代が１５名、３０代が４１

名、４０代が３７名、５０代が１名。女性６０名のうち２０代が２６名、３０代が１８名、４０代が

１６名」との回答があった。 
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・笹木慶之委員から「連絡先交換希望件数のうち成立件数は」の問いに「三、四件で

ある」旨の回答があった。 

・中村博行副委員長から「市内に業者はあるのか」との問いに「１社ある」旨の回答があ

った。 

・山田伸幸委員から「市内外の業者の開催状況を見ているか」との問いに「ない」旨の

回答があった。 

 

・次に転入促進事業の平成２６年度の実施状況について別府行政改革係長から説明

があった。詳細については、資料２（転入奨励金事業）のとおり。 

・各委員からの質疑を受ける。 

・伊藤實委員から「アンケート結果を各課で利用できているか」との問いに「していない」

旨の回答があった。 

・伊藤實委員から「転出する人の調査をしているか」との問いに「していない」旨の回答

があった。 

・河野朋子委員長から「前年度から改善している点があるか」との問いに「周知の方法

を改善した。県内の住宅展示場にチラシを配布した」旨の回答があった。 

・伊藤實委員から「市長は第二弾、第三弾の施策を明言したが現時点ではないのか」

との問いに「現段階ではない」旨の回答があった。 

・中村博行副委員長から「具体的なメリットはどういうところに出てきているか」との問い

に「人口の減少傾向に歯どめがかかるのがメリット」という旨の回答があった。 

・伊藤實委員から人口の流出をとめる施策が必要との指摘があった。 

 

 

平成２６年（２０１４年）１１月１９日 

総務文教常任委員長  河 野 朋 子 


















